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廃棄物処理先進事例調査

平成31年４月19日（金）13：30より本会青年部の先進事例調査として熊本県玉名郡南関

町にあるバンブーフロンティア株式会社、バンブーマテリアル株式会社、バンブーエナジー

株式会社に訪問し、荒廃竹林から新建材・エネルギーを創出する「バンブーフロンティア

事業」について説明を受けてきました。

第29回 バンブーフロンティア事業

■背 景

昨今、里山を中心に拡大する放置竹林の問題解決を図るために、竹林整備を実施したい地方公

共団体等が多くある反面、事業採算性や竹材利活用の問題からうまく機能せずに、廃棄物処理業

界へも有効な手段がないか相談を受けることが増えている。大型な土地開発事業が行われた場合

に、大量に廃棄される竹材等に対してどのようなアプローチを試みることが可能なのかヒントを

得るために調査していたところ、バンブーフロンティア株式会社、バンブーマテリアル株式会社、

バンブーエナジー株式会社が展開する「バンブーフロンティア事業」を知ることとなった。

この「バンブーフロンティア事業」とは、竹材調達及び原料用又は燃料用チップへの一次加工

事業、NEDO事業として採択された国内初地域の未利用資源である竹材を活用したバイオマス熱

電併給事業、竹材を原料とした建築資材製造事業が三位一体となって機能する画期的な事業モデ

ルである。産業廃棄物処理業者として新たな視点と問題解決の糸口を得るために先進事例調査と

して訪問する機会を得たので、ここにまとめる。

バンブーフロンティア株式会社
バンブーマテリアル株式会社
バンブーエナジー株式会社
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■概 要

�山田氏（右）・渡邉氏（左）による挨拶・会社概要の説明

事業名 バンブーフロンティア事業

ＵＲＬ http://bamboo-f.com/

所在地 〒861-0821 熊本県玉名郡南関町下坂下4668-6

TEL 0968-53-8888 ／ FAX 0968-53-8883

敷地面積 約43,000㎡ 〈総延床面積 約13,300㎡（最終工事終了時点見込み）〉

法人名 バンブーフロンティア㈱ バンブーマテリアル㈱ バンブーエナジー㈱

資本金
２億円

（地元企業他47名出資）

８億円

（民間企業４億円、A-FIVE４億円）
2.2億円

事業概要
竹林整備、伐採・収集・

一次加工事業

竹新建材製造販売、

竹不燃建材開発事業

竹・バークを活用した熱

・電供給事業

雇用計画 30名（見込） 100名（見込） ５名（見込）

生産計画 竹チップ20,661ｔ ナンカンボード30,000㎡ 電気5,425,200ｋWe

（年間見込） 杉チップ12,989ｔ BamWood 3,000㎡ 熱22,176,000ｋWth

竹解繊材5,571ｔ 温水22,625,064ｋWth

バークチップ22,486ｔ

売上計画 竹チップ2.8億円 ナンカンボード14億円 電気0.6億円

（見込） 杉チップ1.3億円 BamWood ９億円 熱1.1億円

竹解繊材2.3億円 温水1.1億円

バークチップ0.8億円

総事業費 約６億円 約27億円 約20億円

補助金 約0.5億円 ― 約13億円

※A-FIVE：農林漁業成長産業支援機構 略

※資本金は資本準備金を含む

※バーク：木材樹皮等

平尾部長による挨拶�
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工場完成写真
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■バンブーフロンティア株式会社と事業の内容

本企業は、原料の継続的な安定供給を目的に設立された組織である。本体事業場とは別に竹材調達集積

場所として、玉名郡南関町、山鹿市鹿央町、みやま市山川町等、現在六か所の前線基地を設置している。

前線基地では、自社調達部隊の集積以外にも、圏内30㎞範囲の近隣市町村との広域連携を取り孟宗竹幹材

（３年生以上）を２m玉切りにて持ち込みがあれば、10円／㎏（熊本県及び南関町の補助金を含む）で買

い取る制度をとっている。

地方に限らず放置竹林にかかる問題は各地が抱えており本事業を整備できることで、竹林整備事業の成

立と、新たな雇用の創出等、新たな事業モデルとして注目されている。

集積された竹材は、幹材の粗チップ、解繊材に一次破砕加工し、運搬効率を高め本体事業場へ移送され

る。その他枝葉等の竹材と、地元製材所より集めたマテリアル用に適さない杉バークはバンブーエナジー

株式会社へ、杉チップはバンブーマテリアル株式会社へ売却する。背景では国内では杉バークが大量に廃

棄され産業廃棄物として焼却処分を行われていることが一般的であったことから地元製材所においても大

きな負担であったが、本事業において新たにサーマルリサイクルの資源として確立することを期待されて

いる。

本体事業場に集積された竹材粗チップ、杉チップは規格サイズに二次破砕加工され、竹チップについて

は、成分に含まれる糖が製品の腐食性に影響が高いことから、糖分解を目的として保管容量800�のスペー

スで一週間発酵処理を行い、解繊材と共に最終バンブーマテリアル株式会社へ売却される。

バンブーマテリアル株式会社では、含水率を調整するために品目別に設けられたロータリードライヤー

で、杉チップ50％～30％を１％程度、竹チップ40％を１％程度に乾燥させ粒度別に選別している。

３年後のスキームとしては、自社調達部隊及び広域連携先（南関町、菊池市、宇城市、御船町、山都市、

日田市、みやま市、山鹿市、玉東町、玉名市、荒尾市、和水町）の総計で総調達量20,000ｔ／年の竹原材

料等を想定している。

整備スケジュール概要（平成31年４月現在）
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バンブーフロンティア株式会社による事業の特徴

粉砕機 破砕機
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■バンブーマテリアル株式会社と

事業の内容

本企業は、バンブーフロンティア株式会社より原料を調達し、バ

ンブーエナジー株式会社より製造に必要な電力や熱源を調達するス

キームとしている。製造されるナンカンボード、Bam Woodの製

造施設については公にしていないため製造工程概要のみ掲載する。

「バンブーフロンティア事業」として当初操業開始を平成29年秋

予定としていたが、計画が遅れ令和元年春となった。大きな原因と

して、ナンカンボード、Bam Wood製造装置を輸入し、ライン調

整に不具合の都度相当の苦労があったことや、当初杉バークと竹チッ

プをナンカンボードの原料とするスキームであったが、製品強度が

計画に達しなかったために、杉チップと竹チップに変更するなど計

画の見直しが事業整備と併せ、関係者協議など種々あったと聞く。

ナンカンボード、Bam Wood（現場完成品）

≪ナンカンボード製造工程≫

①－１杉チップ（細）、竹チップ（細）ミキシング（原料比 杉：竹＝7：3）

①－２杉チップ（粗）、竹チップ（粗）ミキシング（原料比 杉：竹＝7：3）

②接着剤噴霧（乾燥させた目的は、接着剤の浸透性を高めるため）

③三層フォーミング（混合チップ（粗）と混合チップ（細）及びバインダーを混合し、三層構造にする）

④冷圧ローラープレス ⑤多段加圧加熱プレス ⑥冷却 ⑦サンダー研磨 ⑧規定サイズ切断

⑨養生後、出荷

ナンカンボードの特徴
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≪Bam Wood製造工程≫

①竹解繊材蒸煮 ②一次乾燥 ③接着剤含浸 ④二次乾燥 ⑤金型投入 ⑥2,600ｔ冷却プレス

⑦加熱硬化 ⑧金型取出 ⑨養生（４日間） ⑩二次加工機で各部材に加工 ⑪養生後、出荷

Bam Woodの特徴と強み

■バンブーエナジー株式会社と事業の内容

本企業は、バンブーフロンティア株式会社、バンブーマテリアル

株式会社へ熱・電供給を目的に設立された組織である。

バンブーフロンティア株式会社より購入した枝葉等の竹材、杉バー

クをサーマル燃料としている。

また事業場内のストックヤードに保管された燃料の含水率は竹約

30％、杉バーク約50％となっている。

ショベルローダーで一次投入された燃料は、バイオマス焼却炉へ

と定量導入できるようにエプロンコンベア投入口に８か所センサー

を設けられ、投入量が少ない箇所を識別し一次ストックヤードの床

面に設けられたウォーキングフロワーによって部分稼働調整し必要

量投入できるよう工夫されている。また杉材バークは夏季には長物

になる傾向もあることから投入前に一次破砕を今後検討されている

という。

バイオマス焼却炉は、コール

バッハ社（オーストリア）が選

定されている。特徴として高含水の燃料であっても焼却炉内で燃料が

攪拌され均一化し950℃で完全燃焼することができる他、発生する焼

却灰の発生量を抑制できる等の特徴がある。また焼却炉の火災防止策

は燃料貯留施設の間にマテリアルシールドを設置、燃料投入口に上蓋

を設置、燃料貯留施設内に散水と三段階で設置されている。

バイオマス焼却炉

●圧縮試験の荷重一変形関係 ●圧縮破壊状況
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一般的には竹は油分が多く着火性には優れているもののカリウムとシリカを多く含んでいることから燃

焼時に焼却灰が低温で溶解し、クリンカが形成されるため焼却には不向きであることが知られている。ま

た杉バークは含水が高く、燃えづらいため焼却に不向きな性状である。

このことから調達が安易な杉バークを竹の比率割合を下げる目的で研究を重ね、杉バークと竹の配合比

を７対３に成分調整することで、課題であった①融点を下げクリンカの形成を抑えながら、②杉バークの

完全燃焼、③焼却適正温度の運転管理等の条件を達成した。その他、現在実稼働20日であることから今後

発生する焼却灰も抗菌性等に優れていることから廃棄物ではなく、有効評価できないか検討されるという。

採用されたＯＲＣ熱電併給システムは、オイルヒーターと循環型シリコンオイル発電機で構成されてお

り、直接熱媒油に熱交換することから従来の蒸気発電と比較した場合、熱供給が約二倍と高効率である。

バイオマス焼却炉の定期修理の期間については、Ａ重油を

燃料としたバックアップボイラを稼働し、不足分等の電力

は九州電力株式会社より調達する。その他、本施設の運転

状況はＢＥ事務所（集中管理室）にて最低限の人員で管理

できるように24時間外部からの遠隔監視システムを採用し、

リモート化することで人件費削減を目指している。

ＯＲＣ熱電併給システム

本事業の大きな特徴は、本施設はＦＩＴ制度を活用して

いないことから、20年後においても継続した事業計画が実

施できる。ただバイオマスを燃料とした本ＯＲＣ熱電併給

システムは、ヨーロッパで300基の導入実績があるものの

国内では実例がなかったことから本事業の整備には多くの

研鑽があったという。

将来的には事業の多角化を目指し、近郊で温水を利用し

たイチゴ栽培等を計画している。

バイオマスボイラー設備概要



C L E A N L I F E

CleanLife2019.638

■まとめ

一般的に建材の国内市場は800万�といわれていますが、本事業場の最大製造能力は３万�です。抗菌

性等高付加価値の商品開発にはハウスメーカーや建材メーカー等からも本商品に対する期待が高まってい

ることから、この「バンブーフロンティア事業」を成功例として全国へ水平展開することにより、地方で

の竹林整備、地域産業の創造、新たな雇用の創出が期待されます。同じく、地域の循環型社会形成に貢献

しようとする産業廃棄物処理業界にとりましても、多く参考にさせていただける内容・お話があり、大変

勉強になりました。

最後に、訪問にあたり、非常にご多忙の中であるにもかかわらず、誠実にご対応くださった、バンブー

フロンティア株式会社・代表取締役会長兼バンブーマテリアル株式会社・代表取締役社長兼バンブーホー

ルディングス株式会社・代表取締役兼バンブーエナジー株式会社・取締役の 山田浩之 様、バンブーマテ

リアル株式会社・取締役の 渡邉敏男 様、その他スタッフの方々に心からお礼申し上げます。

（文責 上出 広幸）

図の出典：COPYRIGHT2018bamboomaterialCo.LtdAllrightsReserved
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